
実施状況の達成度判断基準 最終評価 分析・改善策等

１ ① 積極的な声かけ・挨拶を通じて、円
滑な人間関係の構築を図る。

授業の挨拶等ができた生徒の割合が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％～８９％
Ｃ ７０％～７９％
Ｄ ７０％未満

Ｃ（77.4％）
元気よくあいさつができたという点で課題が残った。生
徒に意識させて指導をしなければならない。

② 無断欠席・遅刻防止のために、家庭
との連携を密にするとともに、学校
全体として「時間を守る」生活習慣
を身につけさせる。

年間遅刻回数１０回以上の生徒数が
Ａ ２５名未満
Ｂ ２５名～３２名
Ｃ ３３名～４４名
Ｄ ４５名以上

Ａ(２３) ホーム担任を始め、職員全体で指導した結果だと思う。

③ 多様な生徒がいることを相互に認め
合う環境作りに取組む。

校内研修会の回数が
Ａ ５回以上
Ｂ ４回
Ｃ ３回
Ｄ ２回以下

Ａ(５回）

校内研修会を定期考査の午前中に開催。少人数や短時間で行
う研修を取り入れた。また、早い時期に新しく赴任した職員
に対する研修会を行う。

④ 人権尊重・いじめ防止に関するさま
ざまな課題に取り組む。

いじめが起きた場合、教職員、カウンセラーなど全員
で対応しているという肯定的評価が
Ａ １００％
Ｂ ８５％～９９％
Ｃ ７５％～８４％
Ｄ ７５％未満

Ａ（100%）
全職員で事案に対して対応した。今後も他人ごとにせ
ず、他の学年や他のクラスという考え方をせず、全職員
で対応していく。面倒見の良い学校・先生を目指す。

⑤ 自転車乗車マナーの向上を通じて、
規律を尊重する態度を養う。

年間交通違反指導件数が
Ａ ７件未満
Ｂ ７件～８件
Ｃ ９件～１１件
Ｄ １２件以上

Ｄ(１７)
集会等だけでなく、各ホーム等で根気よく指導していき
たい。
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２ ① 基礎学力の定着のために授業の進め
方や授業内容の工夫改善を図る。

授業がわかりやすいと感じた生徒の割合が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％～８９％
Ｃ ７０％～７９％
Ｄ ７０％未満

Ｂ（83.7％）
多様な生徒が理解できるよう、学校全体として授業改善
に取り組みたい。

② 互見授業をした平均回数が
Ａ １０回以上
Ｂ ７～９回
Ｃ ４～６回
Ｄ ４回未満

Ｂ（8.3回）
多くの教員が互いの授業を参観し、授業改善に取り組ん
だ。参観した際の意見・感想などをより広く共有してい
きたい。

③ ＩＣＴの活用など授業に工夫が見られるとする肯
定的評価が
Ａ ７５％以上
Ｂ ７０％～７４％
Ｃ ６５％～６９％
Ｄ ６５％未満

Ａ(96.0％）
プロジェクターやタブレット等に関して、非常に多くの
教員が活用している。より効果的に活用できるよう、校
内研修等を開きたい。

④ ワークライフバランスやタイムマネ
ジメントの講習会等を実施し意識付
けをする。

ワークライフバランスやタイムマネジメントを意
識した業務に取り組んでいるという肯定的評価が
Ａ ９０％以上
Ｂ ８０％～８９％
Ｃ ７０％～７９％
Ｄ ７０％未満

Ａ(91.0％) ７月調査に比べて、肯定的評価が大幅に増加した。
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生徒一人ひとりの実態把握を通し
て、基本的な生活習慣の確立を図
る。

学校関係者評価委員会の評価

スマホのアプリ「ロイロノート」を使った授業は興味がある。この取り組みをもっとＰＲしてはどうか。

生徒が主体的に学力向上に取り組む方策として、スマホを使用した授業の研修を行った。より効果的な指導方法を研究してい
く。

石川県立内灘高等学校

今年度の取り組みの説明を聞いて、遅刻防止や挨拶の徹底など学校全体としての指導により、昨年と比べ良くなっている。

重点目標 具体的取組

朝の挨拶運動、集会、ST等多くの機会を捉えて規範意識の醸成に努めていく。学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法

生徒の基礎学力定着に向けたＩＣ
Ｔの効果的活用法やアクティブ・
ラーニングの視点に立った授業法
などを学年や教科で共有し、授業
力向上を図る。

年間を通して、全教師が互いの授業
を参観し、課題意識を持って授業改
善に取組む。

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法
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３ ① ３年間を見通した指導計画に基づ
き、能力・適性に応じた支援・指導
を、外部人材の助力も得ながら行
う。

進路意識が向上した生徒が
Ａ ８５％以上
Ｂ ６５％～８４％
Ｃ ４５％～６４％
Ｄ ４５％未満

Ｂ(78.4％)

各学年毎の進路進路ガイダンス、総合的な学習の時間、
社会人講話等の実施により、進路意識の向上がみられ
た。「内高プラス」をより充実させ、一層の進路意識の
向上につなげる。

② ハローワークや地域の企業等と連携
して、就業の支援・指導を行う。

就職希望者の決定率が
Ａ １００％
Ｂ ９５％～９９％
Ｃ ９０％～９４％
Ｄ ９０％未満

Ｂ(96.3％)

就職希望者27名中、26名が内定（3月末日）。特性を持っ
た生徒に対する、早期からの準備が必要。ハローワー
ク、職業センター等の関係機関との連携を図り、適切な
進路指導を行う。

③ 外部人材や地域の大学等と連携し
て、進学の支援・指導を行う。

進学希望者の決定率が
Ａ １００％
Ｂ ９５％～９９％
Ｃ ９０％～９４％
Ｄ ９０％未満

Ａ(100％)

進学希望者21名中、21名が合格（3月末日）。推薦合格の
生徒が多い。一般受験、入学後の学習等を踏まえた補習
体制の構築が必要。特性を持った生徒に対する進学指導
を早期より計画的に実施する必要である。

４ ① 学校への関心・理解を深めるため、
ＰＴＡ総会や学校公開週間、文化祭
等の参加者を増加させる。

来校者（保護者・地域の方・同窓生）
の延べ人数が
Ａ ６５０名以上
Ｂ ６００名～６４９名
Ｃ ５５０名～５９９名
Ｄ ５５０名未満

ＰＴＡ総会の来校者数が
Ａ ５０名以上
Ｂ ４０名～４９名
Ｃ ３０名～３９名
Ｄ ３０名未満

Ｂ(647人)

Ｂ(43人)

内高祭を昨年に引き続き一般開放したことが来校者増に
つながっていると考えられる。社会人講話の協力者を増
やせたのも人数が増えた要因だと考えられる。

ＰＴＡ総会は土曜日開催としたことで昨年より参加者を
増やすことができた。協力的な保護者が増えてきている
感があるので、来年度もさらに増やせるような工夫を考
えたい。

② 地域活動へ積極的に参加するととも
に、地域と連携した課外活動やボラ
ンティア活動を企画・実践する。

地域に出向いて連携した活動の回数が
Ａ ３０回以上
Ｂ ２５回～２９回
Ｃ ２０回～２４回
Ｄ ２０回未満

参加生徒の延べ人数が
Ａ １０００名以上
Ｂ ９００名～９９９名
Ｃ ８００名～８９９名
Ｄ ８００名未満

Ｃ(23回)

Ｃ(879人)

２３回のうち約半数である１１回が軽音楽部によるもの
で、軽音楽部への依存度は高い。学校全体で行うという
雰囲気を作り出していく必要がある。そういう雰囲気が
できてくれば、自ずと数値は向上するであろう、

③ 地元中学校との交流を企画し、体験
入学などを通して本校をＰＲする。

中学生の参加者数が
Ａ ６００名以上
Ｂ ５５０名～５９９名
Ｃ ５００名～５４９名
Ｄ ５００名未満

地域の中学校との交流の回数が
Ａ １０回以上
Ｂ ８回～９回
Ｃ ６回～７回
Ｄ ６回未満

Ａ(680人)

Ｃ(6回)

単発で大人数の交流が多く、継続的に行う交流の機会が
なかった。何か新たなものを企画する必要がある。

ＨＰにアクセスしてもらうためにＱＲコードやＡＲコードを学校からの配布物や掲示物に載せて、内灘高校の取り組みを多くの
人に知ってもらえるようにする。

具体的取組

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法

学校関係者評価委員会の評価

学校関係者評価委員会の評価結果を踏まえた今後の改善方法

地域から信頼され、必要される学
校となるために、地域行事に積極
的に参画し、地域社会に貢献する
態度を養う。

学校関係者評価委員会の評価

学校で学んだことを、内灘高校を卒業後社会の中で活かしてもらいたい。

同窓生人材をさらに多く活用し、地元企業の体験学習の機会を拡大する。

内灘高校では子ども達のために様々な取り組みをしている。地域の方々にもっと知ってもらいたいと思う。

最新の進路情報の提供や同窓会と
の積極的連携により、社会人とし
ての心構えを学び、早期から進路
意識の高揚を図る。

重点目標


